
熊本県立矢部高等学校 〒861-3515
上益城郡山都町城平954番地
電話：72-0024　fax：73-1030
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　矢部高校ホームページでは学校生活の様子を随時更新しています。また、Facebook、Twitter もスタートし
ています。是非御覧ください。
　矢部高校ホームページ　　　　　　　　　　　　　　Facebook@yabe.highschool　Twitter@yabehighschool矢部高校 検索

『山都町　  × S
エスディージーズ

DGs』　vol.4 ～ ゴール 5・6 ～

問合せ先　　企画政策課　　☎ 72-1214

ゴール５…『ジェンダーの平等』
ジェンダーが平等である（すべ
ての人が性を理由に差別されな

い）ようにし、すべての女性や女の子に力
を与える
目標５を達成するために、世界の国々が合意し
たこと
・女性や女の子に対するあらゆる種類の差別
を、世界のどの場所においてもなくします。

・女性の家事労働が価値あるものとして認め
られるようにします。

・女性や女の子がその意見を聞いてもらい、
政治や経済などの公の活動に参加する機会
を男性と同じように得られるようにします。

ゴール６…『清潔な水と衛生』
水と衛生的な環境をきちんと管理
して、だれもが水と衛生的な環境

を得られるようにする
目標６を達成するために世界の国々が合意した
こと
・水の使い方を改善します。水の再利用にもっ
と力を入れて取り組みます。

・地域社会が水の管理や衛生環境の改善に積極
的に関わるように、地域の意識を向上させま
す。水資源に関するエコシステムを守り、再
生させます。水に関わるエコシステムには、
山や森林、湿地、川、帯水層、そして湖など
が含まれます。

『食品ロス削減家計簿手帳』にチャレンジしてみませんか？
　広報やまと７月号で紹介したゴール１．２について食品ロスをなくす取り組みがありますが、今回
その取り組みの一つとして『食品ロス削減家計簿手帳』をご紹介します。『食品ロス削減家計簿手帳』
とは毎月１日を「食品ロス見直しデー」とし、削減家計簿（食品ロスの内容や重さを記録）をつけ
る運動で、取り組みの結果、食品ロスを大幅に減らすことができたそうです。現在この削減家計簿
を役場本庁環境水道課、企画政策課、各支所地域振興係に設置しています。（ご自由にお持ち帰りい
ただけます。）地域や家庭で取り組まれてみてはいかがでしょうか。

『山都町男女共同参画計画』
　山都町では、『楽しく・仲良く・いきいきと！　男（ひと）と女（ひと）とがステキに生きる町』
を目指す町の姿として掲げ、実現に向けて、次の３つを目標としています。　①男女が仲良く支え合
う意識づくり　②楽しく幸せに暮らせる人権のまちづくり　③いつまでもイキイキ働ける支援体制

『ジェンダー』っ
て何かね？
何かむずかしか
言葉ね・・・

お風呂の浴槽の水は、
再利用しよるよ～
お茶碗洗うときは、
おけに水貯めて洗う
よ～

わたし知っと
るよ～♪
『男性』とか『女
性』とか性別の
ことでしょ？

セーブ・ザ・チルドレン『私たちが目指す世界』より引用

山都町はSDGs「持続可能な開発目標」に取り組みます!

　「地域みらい留学」とは、公立学校進学のもう一つの選択肢として都道府県の枠を超えて、地域の学校に
学ぶ制度です。25道県 52校がこの地域みらい留学推進協議会に加盟しています。
　矢部高校も大阪・福岡・東京での合同学校説明会に参加しました。８月に行われた本校の「中学生体験入学」
にもこの説明会に参加した生徒が本校を訪れています。
　矢部高校は、地域に愛される学校を目指し全国にも魅力発信を始めるとともに生徒募集を展開していき
ます。
　全体説明の後、各学科の説明や実習・授業体験が行われました。普通科では、「動物の鳴き声に見る　現
代語と古語」というテーマで国語の授業が行われました。高校の授業に熱心に聞き入る生徒の姿が見られ
ました。

　鈴鹿市で行われた二輪車安全運転全国大会で本校緑科学科 2年藤本絃幹君（嘉島中
出身）が 8位入賞を果たしました。
　藤本君は、「全国レベルを肌で感じることができました。支えていただいた皆さん
への感謝の思いを伝えるためにも次は、全国優勝を目指します。」と意気込みを語っ
てくれました。
　日本拳法部も別府市で行われた「全国高等学校日本拳法選手権」に出場しましたが
残念ながら入賞することはできませんでした。主将の普通科 3年亀谷幸祐君（清和中
出身）は、「今回の全国大会への出場にあたり多くの皆様よりご声援とご支援をいた
だきました。期待にお応えすることができず残念。後輩は、次に向け練習に励んでい
ます。これからも応援よろしくお願いいたします。」と思いを語ってくれました。今
後の活躍を期待しています。

山都町からの助成制度
矢部高校への入学者・進学者の世帯に対する

さまざまな助成事業（令和元年度実績）
○入学支度金助成事業
　　新入学生徒の入学の際の支度金として 4万円を助成
○教科書購入助成事業
　進級する 2年生、3年生及び転入生に対し教科書購入代金の全
額助成
○下宿助成事業
　山都町外及び遠距離のため通学が困難であると学校長が認めた
保護者に対して下宿代として月 1万円を助成
○バス通学助成
　居住地が山都町外であるバス通学生徒の保護者に対し、バス代
として月 12,000 円を上限に助成

熊本県からの補助
矢部高校通学支援
（蘇陽・清和中出身で、蘇陽・清和地区に

居住の生徒対象）
　蘇陽高校の募集停止に伴う県の補助でこ
の制度の利用を希望する生徒を対象にした
通学支援の制度があります。路線バス（熊
本バス・山都町コミュニティバス）の利用
を基本としますが、状況によってスクール
タクシーも利用する場合があります。
　平成 30年度の実績では、自己負担額は、
5,500 円～ 8,500 円でした。
　詳しくは、学校までお問い合わせくださ
い。

  「地域みらい留学」中学生体験入学開催　～日本全国から矢部高校へ！生徒募集も全国展開の取り組みへ～

  二輪車競技部８位入賞　～全国大会出場報告～
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